
緑のこども展覧会 （A･B･G類美術科1年生）緑のこども展覧会

●●プログラム内容プログラム内容●
①まず木や葉っぱ、石などの自然物を観察し、どんな生き物に見えるかをイメージします。
②イメージができたら、自分たちで作った目や鼻を自然物に貼って動物を作っていきます。
③たくさんの動物が集まれば森の中に動物園が完成！

事前ワークショップ第２弾

「見て見て探して大冒険！！」
実施日：2008 年 9月 10 日 14 時 30 分～ 16 時
場    所：東京学芸大学構内 

こんにちは！こんにちは！
１１月２２日（土）に開催する「緑のこども展覧会」にむけて着々と準備を進めている美術科１１月２２日（土）に開催する「緑のこども展覧会」にむけて着々と準備を進めている美術科
１年です｡１年です｡
今回は、事前のワークショップ第２弾ということで，当日行う「見立て造形」のプログラムを今回は、事前のワークショップ第２弾ということで，当日行う「見立て造形」のプログラムを
実施しました｡実施しました｡

☆最初は戸惑っていた子供たちも、お母さんや学生がマンツーマンでつくことで、本領が発揮されていきました｡
☆「僕はこわ ̃いオバケを作ってお母さんをおどかせるぞ！！！」と意気込む子供の隣で、お母さんが生き物作り
    に熱中する姿も印象的でした。

●今回の反省点と課題●●今回の反省点と課題●
赤川さん（美術科１年）：最初は思うように子供たちが動物を発見できなくて戸惑ったが、見つけようと考える時
         間が逆によかったのではないか｡
鉄也先生：活動している姿がきれいで、のどかだった。木陰と木漏れ日とか。 最後の方で、お母さんたちが頑張っ
         て参加していたように、一緒にやりたくなってくる魅力があった。
　
☆☆ありすがわ本番までに改善点はありますが，子供も大人も学生も，みんなが楽しめたワー
         クショップになったと思います｡これからも自然を通し，いろいろな発見を楽しんでもらい
          たいです｡


